
多文化共生のまちだからこそ、
グローバル人材の育成を目指す

浜松市地方創生政策アイデアコンテスト2021
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浜松市総合計画

浜松市戦略計画

2子育て・教育

やらまいか浜松
市総合戦略

5年後

質の高い教育を受けた子どもたちは、
世界を舞台に活躍しており、国際色を高める
重要な人材になっている。

インターカルチュラル・シティの考え方に基づく
多様性を生かすまちづくり

子どもの個性に応じた支援体制の整備
多文化共生による市民主体の地域社会の形成

浜松市内に在住する定住外国人の子どもを対象に
サイバースクールを中山間地域に設立する。

浜松市の現状と目標とする将来像



大学生が運営するサイバースクールの設立
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現状の分析 地域調査（アンケート・ヒアリング調査）
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■外国人入国者数・日本人出国者数等の推移

令和2年における外国人入国者数及び日本人出国者数等について 出入国在留管理庁（令和3年）
https://www.moj.go.jp/isa/content/001344525.pdf

■コロナ禍における各国の入国対応状況

参考資料新型コロナウイルスに係る日本からの渡航者・日本人に対する各国・地域の入国制限措置及び
入国に際しての条件・行動制限措置 ：外務省海外安全ホームページ
https://www.anzen.mofa.go.jp/covid19/pdfhistory_world.html

参考資料「外国人子供教育推進事業」説明資料
浜松市教育委員会 学校教育部指導課
（教育総合支援センター）外国人支援グループ
（2021）
https://www.city.hamamatsu.shizuoka.jp/
documents/85593/hpgaikokujinr30501.pdf
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外部環境の変化

■外国籍児童生徒の国籍別割合



多文化共生×中山間地域×社会変容
中山間地域にDXによる多文化教育システムの導入

現状の分析 - 解決したい課題 –
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参考資料：第３期事業報告 株式会社サイバー大学jigyou_cu_03.pdf (cyber-u.ac.jp)

2022年度 2023年度 2024年度 2025年度 2026年度 合計

器具備品費 PC、Wi-Fi等 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 5,000

設備費 施設利用料 2,800 2,800 2,800 2,800 2,800 14,000

教材費 多言語教科書等 200 200 450 450 450 1,750

システムサービス費 共用サーバー 2,800 2,800 2,800 2,800 2,800 14,000

消耗品費 事務用品等 2,000 1,000 360 360 360 4,080

学生募集費 パンフレット、
チラシ等 400 400 200 200 200 1,400

雑費 サーバー保守運用
管理代等 100 100 100 100 100 500

合計 9,300 8,300 7,710 7,710 7,710 40,730

（金額：千円）

プロジェクトの予算
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私たちの政策提言
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